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山路自然科学振興財団研究助成金および山路自然科学奨学賞の候補者の推薦にっいて

　山路ふみ子自然科学振興財団より下記要領による推薦

依頼が来ています．推薦を希望する会員は至急気象学会

事務局必着に，申請者氏名，郵便宛先，電話番号（奨学

賞で他会員の推薦を希望するときはその候補者名も併記

のこと），研究題目を明記して申出下さい．

　研究助成金

（1）　1件100～200万円程度，数件とする

（2）年齢45才未満で自然科学に関する研究に従事するも

1974年7月

　の

（3）推薦件数は2件以内

　奨学賞
（1）本賞一賞牌，副賞一100万円（7件以内の予定）

（2）理，工，農，医学の分野で学術上の研究業績が優秀

　で年齢50才未満のもの

（3）推薦件数　1件
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